
■主 催：大阪ガスエネルギー・文化研究所（CEL）  企 画：U-CoRo プロジェクト・ワーキング

◎参加申込：参加者名・所属・連絡先を書いて、
                 FAX.06 - 6205 -3512（CEL弘本）へお申込みくださるか、
                 https://www.sumai-machi-net.com/event/portal/event/33097の申込フォームをご利用ください。
◎定 　 員：50名程度　※参加無料　◎問 合 先：CEL弘本（電話06 - 6205 -3518）まで　

■開催日時：2018年3月4日（日）14：00～17：00頃　※受付は13：30から
■会　　場：大阪ガス実験集合住宅NEXT21 ２階ホール　
            　　大阪市天王寺区清水谷町６－16（地下鉄「谷町六丁目駅」７号出口から徒歩５分ほど）
■プログラム（予定）：　　
　14：00～14：10＝開会　ご挨拶・趣旨説明
　14：10～15：10＝基調講演 上町台地から本をめぐる時空の旅へ

　　　　 講師：肥田晧三氏（元関西大学文学部教授）
　15：20～17：00＝トークセッション  ことばと本を愛する人たちの迷宮都市・大阪と上町台地再び

コメンテーター：藤田富美恵氏（童話作家）
塙　 狼星氏（空堀ことば塾主宰）
肥田晧三氏（前 掲）

コーディネーター：橋爪節也氏（大阪大学総合学術博物館教授／大学院文学研究科教授兼任）

U-CoRo Step 2  壁新聞プロジェクト関連イベント　過去と現在を行き来しながら未来を考える「上町台地･今昔タイムズ＊」

第９号のテーマは「はじまりは上町台地 “知”を運ぶ本のまち・大阪の軌跡を
たどる」。古代世界に開かれた最先端の“知”の港に始まり、近世・近代には
時代に先駆けた“知”の開拓者や媒体を生み出したまち・大阪を振り返り、
その原点・上町台地からこれからのありようを問うています。
　今回のフォーラムでは、書誌学者として近世・近代の大阪資料を幅広く蒐
集され、上町台地と“本”をめぐる世界の豊かさを誰よりもご存知の、肥田晧三
氏に基調講演をいただきます。さらに、橋爪節也先生の導きで、本来、本を
愛する人たちの迷宮都市だった大阪と上町台地へ分け入ります。そして、今も
残る路地のまちでことばを紡ぎ、ことばの森で子どもたちの心身を育む、藤田
富美恵さんと塙狼星さんお二人の実践に学び、みなさまとごいっしょに “知”
の舟を漕ぎ、上町台地発、本のまち・大阪の次のページを見つめます。

＊「上町台地・今昔タイムズ」のバックナンバーや、プロジェクトの歩みは、
ホームページ「大阪ガスCEL」「U-CoRo」で検索してご覧いただけます。

「上町台地 今昔タイムズ」第9号
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U-CoRo  STEP 
　わたしたちが

暮らす“上町台
地”。古代から

今日まで絶える
ことなく、人々

の営みが刻まれ
ています。天災

や政変や戦災
も、著しい都市

化も経験しまし

た。時をさかの
ぼってみると、

まちと暮らしの
骨格が浮かび上

がってきます。

自然の恵みとリ
スクのとらえ方

、人とまちの交
わり方、次世代

への伝え方…
。

過去と現在を
行き来しながら

、未来を考える
きっかけに、U

-CoRoプロジェ

クト第2ステッ
プでは、壁新聞

「上町台地  今
昔タイムズ」を

制作いたします
。

「上町台地 今
昔タイムズ」と

は

和本の木版印
刷

1

大陸からの書籍
が到着した地・

上町台地
　上町台地は

大陸からの文
物が渡り来たっ

た場所。

彼の地で編まれ
た書物が数多

く船に乗せられ
運ばれ

てきました。貴重
な書物はその後

も受け継がれ、
写され、

寺院等では新
たな本づくりも

行われます。そ
れは、のち

の時代の事業
としての出版に

もつながってい
きました。

「おごそかな
ことに、地もま

たうごく。私ど
もは、思うこと

ができる。こ

の駅に立てば
、台地のかな

たに渚があっ
たことを。」に始

まる、司馬

遼太郎の詩「
大阪城

公園駅」の中
に、次の

言葉がある。

「 遠（とお）つ國々
の舶（ふね）

が帆をななめ
にして

松屋町筋の白
沙に近

づき、この駅舎
のあた

りの入江のい
ずれか

へ石の碇（いかり
）を沈め、

内典（ないてん）・外
典（げて

ん）の書籍を積
みおろ

したにちがいな
い。思

想の書、詩の
書、工

芸の書。…… 」

古き時代、大
陸から

の数多の書籍
が船で

この地にもた
らされた

ことが想起され
る。

井原西鶴『本
朝桜陰

比事』の挿絵
中に描か

れた貸本屋。
本を背

負い顧客を回
った。

大阪くらしの今
昔館内に

復元された江
戸時代の大

坂の本屋の店
先。情報発

信の最先端を
担った生業

の姿を今に伝
える。写真提

供：大阪くらし
の今昔館

版を彫る、紙に
摺る、本に仕上

げる

　江戸時代の
本屋は、本の出

版から小売まで
を一手

に担っていまし
た。その隆盛に

ともない、江戸
時代の中

期には多くの版
木彫りや版摺り

、表紙仕立の職
人たち

が本屋のまわり
に集まります。

一つの産業とし
ての分業

体制がしっかり
と築き上げられ

ていました。

弘化3（1846
）年刊 『大阪商

工銘家集』に
描かれた「摺

物所（南久宝

寺町中橋角 松
岡利兵衛）」の

店頭には 「萬
版木師」の看

板。大阪市立

図書館デジタル
アーカイブより

蔵屋敷に全国の蔵紙

本をめぐる 職人の世
界

大坂に登場し
た

人気作者

広がる読者層
と貸本商法

ちまたのうわさ

けんりょう

　それは、上町台
地が海に囲まれ

ていた遠き日のこ
と。ここは、世界

に開かれ

た最先端の“知
”の港でした。時

は下り、近世・天
下の台所となった

大坂では、

出版文化が大き
く花開き、庶民に

実学や教養や楽
しみを届け、時代

に先駆け

る “知”の開拓者
たち、名だたる文

人や学者を輩出
しました。やがて

、近代・大

阪は、新たな社会
を支える“知”を

集め、広めるため
の施設や媒体を

、次々 に生

み出していきまし
た。戦前・戦後の

上町台地を揺り
かごに、大作家も

誕生しまし

た。けれど、社会
の転変に、“知”の

舟は翻弄もされ
…。これからの

大阪に、再

び人々 を引き付けてや
まない、魅力に富

んだ“知”を編ん
でいくために。上

町台

地の水際にはじま
る、本のまち・大

阪の軌跡をたどる
旅に出ましょう。

海を渡り来た
った

　　万巻の書

上町台地で編ま
れた百科事典

蔵書版も発行し
た

学問所

店には新刊本・

古本・役者絵も

版元を兼ねる
本屋も多数

昭和58（198
3）年のJR大

阪城公園駅

開業に寄せた
、司馬遼太郎

の詩の陶板

（同駅内に設
置、写真は部

分）

江戸～明治時
代の和本は、

木の板に文字
や絵を反転

で彫った版木
に墨を付け

て和紙に摺り
、本にした。

この木版印刷
は、明治時

代初期（1880
年頃）まで

一般的に行わ
れていた。

心斎橋筋にあ
っ

た書林「つるが
屋

彦七」の引札（
江

戸時代末）。
大阪

市立図書館デ
ジタル

アーカイブより

古 代 ～
  中 世

本を求め人が集
う

書店街

江戸期～
  明治初

●

●

●

●

●

●

●

593（推古天皇元） ★ 四
天王寺建立

645（大化元） ★ 難波長
柄豊碕宮造営

754（天平勝宝6） ★ 鑑真が難波
到着

770（宝亀元）頃 ★ 称徳
天皇が百万

塔陀羅尼（現存
する日本最古

の印刷物）を法隆
寺・東大寺・

四天王寺など十
大寺に奉納

1364（正平19） ★ 堺で『論語集
解』

出版（町衆による
民間出版「堺

版」の現存最古）

1583（天正11） ★ 秀吉が大坂築
城

1615（慶長20） ★ 大坂夏の陣、
豊臣

氏が滅亡

1673（寛文13） ★ 井原西鶴『生
玉万

句』出版、俳書刊
行盛んに

1682（天和2） ★ 西鶴の『好色
一代

男』初版出版❶
 、この頃から

江戸・大坂で出
版が活発に

1690（元禄3） ★ 契沖が『万
葉集』

注釈書『万葉代
匠記』を著す

1703（元禄16） ★ 近松門左衛
門の

「曽根崎心中」竹
本座で初演

1712（正徳2）頃 ★ 寺島良安
が『和

漢三才図会』編
纂❷

1723（享保8） ★ 大阪で本屋
仲間

公認（京都1716年、江戸1721

年）、 初版を納め
る御文庫が

住吉大社に（の
ちに大阪天満

宮にも）つくられ
る

1726（享保11） ★ 幕府が懐徳
堂を

官許の学問所と
する❸

1766（明和3） ★ 大坂紙商仲
間が

組織される❹

1776（安永5） ★ 上田秋成『雨
月物

語』刊行（京都 
梅村判兵衛・

大坂 野村長兵
衛の合同）

1802（享和2） ★ 蔵書版（蒹葭
堂版）

を多数発刊した
木村蒹葭堂没

1800（寛政12）頃 ★ この当時、
大坂

に貸本屋約300軒❺

1820（文政3） ★ 山片蟠桃が『
夢の

代』を完成

1835（天保6）頃 ★ 平亭銀鶏
の見

聞記『浪花雑誌
 街廼噂』に、

心斎橋筋の5、6町に40～50

軒の本屋あり、
この規模の本

屋街は江戸にも
ないと記載❻

1837（天保8） ★ 大塩平八郎
の乱

1838（天保9） ★ 緒方洪庵が
蘭学

塾・適塾を開く

1854～59（安政頃） ★ 暁鐘
成『摂津

名所図会大成』
に心斎橋筋の

書店街は「巨商
の書肆多く、

舗前には新古の
諸書をならべ、

棚箱には数萬の
巻冊を詰めた

り、されば朝よ
り注文をせる

童奴かまびすしく
」と記載❼

●

●

心斎橋筋には本
屋がずらり

　本屋は京都
に現れ、主に仏

典・漢籍などを
扱いました。や

がて

寛文（1662～
73）頃より大坂

でも出版が盛ん
になり、本屋も

次々

生まれ、大坂は
流通の中心にも

なりました。当時
世界最高水準

の庶民の就学
率（寺子屋）の

高さ、懐徳堂を
はじめとする高

度な

知の拠点として
の私塾の存在

、先鋭の芸能文
化を育む風土、

文

物が集散する都
市機能が、出版

と流通を支えて
いました。心斎

橋筋一帯は日
本一の本屋街

と呼ばれ❻、全
国各地からさま

ざま

な階層の人々 が集う知の交流
の最前線となっ

ていたのです。 ●

西鶴・近松で活
気づく出版界

　井原西鶴の
浮世草子『好色

一代男』が

天和2 （1682）
年に大坂で誕

生。大坂・江

戸で刊行され、
庶民の間で大

人気となりま

した❶。これは
出版界にとって

は革命的な

出来事。その後
、大衆向けの実

用本や浮

世草子が人気
を博するなか、

浄瑠璃作品

の近松門左衛
門が登場。彼の

浄瑠璃本も

大坂で出され、
やがて京や江戸

でも人気を

博し、後世に残
る名作の数々 を生みました。

幕末の地誌『摂
津名所図会大

成』（『浪速叢
書８』1928年所

収）に描か

れた心斎橋筋
の書店の賑わ

い。本を求める
武士の姿も見

られる。❼

●
江戸時代の絵

入り百科事典『
和漢三才図会

』の板

彫（板木屋）の
図（国立国会

図書館デジタル
コレクションより

）。

同書を編纂し
た寺島良安の

書斎・杏林堂は
高津神

社の北の南瓦
屋町にあったと

もいう。❷

●

人気本を顧客に
届ける新しい仕

組み❺

　江戸時代も
後半になると、

まちに本屋が増
え、本はより庶

民にも身近なも
のに。とはいえ

、やはり本は高
価なものでした

。

そこで重宝され
たのが貸本屋

。京都で始まり
、商都大坂で拡

大、やがて江戸
でも盛んになり

ました。貸本屋
は百軒もの得

意先を回り、読
みたい人は「見

料」（本の値の
約６分の１）を

払って借りると
いう仕組み。当

時、多くの庶民
が仮名などの文

字が読め、大衆
向けの娯楽的な

読物が人気を呼
びました。

●

東横堀川周辺な
どに集まった紙

屋

　江戸時代の
本づくりになく

てはならないの
が和紙。

各藩で特産化
が進められた

和紙は、米と同
様、全国

から中之島にあ
った諸藩の蔵

屋敷に運ばれて
きました。

これらは蔵紙と
呼ばれ、大坂の

紙屋が扱い全
国にも

流通。船での運
搬に便利なため

、大坂の紙屋は
東橫

堀川周辺などの
北船場に集ま

っていたそうで
す❹。こ

の紙が近世の“
知”の創造・出

版文化を支えた
のです。

●

写真は明治8（
1875）年刊の

田中華城著『
画本大阪新繁

昌詩』の版木
と紙面（大阪

大

学大学院文学
研究科所蔵）

。

江戸時代中期
に大坂の商人

たちが今の中
央区今橋三丁

目に設立した
学問所・懐徳

堂❸に残されてい
たもの。

（ＷＥＢ懐徳堂
 http://kaito

ku

do.jp/ 参照）

■ 本の
まち・大

阪 Chronicle
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背景は「摂津名所図会」（巻之四、1796年）より　❶『大阪商工銘家集』（1846年）
に描かれた「摺物所」店頭　❷幕末の地誌『摂津名所図会大成』（『浪速叢書
8』1928年所収）の挿絵、賑わう心斎橋筋の書店街　❸江戸時代の百科事典
『和漢三才図会』の板彫の図　❹井原西鶴『本朝桜陰比事』の挿絵に描か
れた貸本屋（上段左から3人目）　❺立川文庫『豊臣秀吉』（1912年）、『猿飛
佐助』（1919年）　❻プラトン社の文芸誌「女性」（1923年11月号）　❼手塚治虫
の初期作品『新寳島』の表紙（小学館刊の復刻版、初版は1947年、育英出版刊）　
※❶❹、背景は大阪市立図書館デジタルアーカイブ、❸❺は国立国会図書館デジタルコレクションより


